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後志地方における蚊類幼虫の棲息環境
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後志地方の蚊類幼虫の棲息環境については，既に銭函海岸（佐藤ら１９７３），積丹半島茂岩の樹洞

（佐藤ら１９７４），積丹半島全域（佐藤ら１９７５，１９７６）， 黒松内町ブナ林の樹洞（佐藤ら１９７７）等で調

査されてきた，

筆者らは， 今回上記の各地域を除く後志地方全域を調査したので， ここにその結果を報告する．
尚， 黒松内町ブナ林の樹洞については， 今回も再度調査した．
稿を進めるにあたり， 樹洞水域を形成する植物の種名を同定して頂いた本学教官， 西川恒彦氏に

厚くお礼を申し上げる．
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コ， 昆布， 熱郭（ねっぷ）， 黒松内， 磯谷（いそや）， 美谷（びたに）， 歌棄（うたすつ）， 湯別， 寿

都（すっつ）， 島牧の１４か所で， 延べ２２０水域を調査した（第１図）．

　

幼虫は実験室で飼育され， 幼虫及び成虫の一貫した標本により種類を同定した． 幼虫の飼育は，
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佐藤・伊藤（１９６９）の方法で行い， 飼育結果は良好であった．
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１． 採集された蚊の種類

本調査で記録された蚊類幼虫は，第１表に示した５属１７種類である．このうちキタヤブカ，アカ

ンヤプカの２種類は北海道特有の蚊で，それ以外の１５種類は本州と共通する．また，ヤマトヤブカ

の発見水域が延べ６０水域で，総発見水域数の２２％にあたり，他の種類の幼虫発見水域数に比べて圧

倒的に多いのが特徴的である。

　

なお， 上村（１９６８）によって宗谷と留萌の両地方を除く北海道全域に広く分布していると報告さ

れているコガタアカイエカ Ｃ％毎尤 に”毎り 存Ｚ如８”わ物ｊノ物“ｓは，今回筆者らが延べ５５水域のグラウン

ド・プール， 及び延べ１４水域の水田を入念に調査したにもかかわらず， 全く発見されなかった。

２． 調査した水域

幼虫が発見された水域を， 便宜上次の１１種類に区分した（第２表）．

　

「グラウンド・プール（融雪水）」とは， 融雪水が地表の凹所や轍などに溜まってできた一時的な

水域で，後志地方では４月上旬から５月中旬までみられる．「グラウンド・プール」は主に雨水が地

（５）
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表の凹所や轍に溜まってできた一時的な水域である．「水田」は現在耕作されているものを
指す．休

耕田はすべてグラウンド・プール化していたので，水田には含めず， グラウンド・
プールに含めた．

　

「樹洞」の見られた樹種は， シラカンバＢ８Ｚ”卿ゑ如かぬ
ね〆毎Ｓｕｋａｔｃｈｅｖｖａｒ．知痴れたα， ブナ Ｒ昭雄

じ焔れαね， ミズナラ Ｑ“留錫ｓ粥伽ｇ
〆牝αｖａｒ．ｇγｏｓｓｇｓ８γ粥如， コナ ラ Ｑ粥冗熔解γ躍如，エゾヤマザクラ

Ｐγ”〃“ｓｓα増勿協

　

ハウチワカエデＡｃｅγ卿痴れた”粥， エゾイタヤ
Ａｃｅγ粥ｏれｏｖａｒ．粥ｏれｏの７種類で

あった． この地域の樹洞は， コナラ・エ
ゾヤマザクラでは， 幹から出る枝が基部で折れ， 折れ口の

回りが隆起して凹所ができる型， つまり積丹半島茂岩（佐藤・高橋１９７４）のＡ型であり，
ブナ・ノ・

ウチワカエデ・エゾイタヤでは股にできる型， つまりＢ型であった． シラカンバ・ミズナラでは，

Ａ型・Ｂ型ともに見られたが， この場合のＡ型は， 枝が折れたあと幹の内部が腐り， そこに雨
水が

溜まってできた点で， 茂岩のＡ型とはやや異なる．

　

「潮溜まり」とは， 海岸の岩の凹所に海水や雨水が溜まったものをいう．
「石手洗い」とは， 石製

の神社手洗いに雨水や水道水が溜まってできた水域をいう．「コンクリート手洗い」とは，コンクリ－

ト製の神社手洗いに雨水や水道水が溜まってできた水域をいう．「コンクリート水槽」とは， 浄水場

の敷地内に放置されたコンクリート製沈澱槽を指す．「古タイヤ」とは，使用済みのタイヤが戸外に

放置されているものを指し， 後志地方では水田や畑作地帯に山積みにされている場合が
多かった．

「鐘」とは， ブリキ製の角型１斗（１８８）礎が，戸外に放置されているものをい
う．「舟底」とは，

磯舟の底に海水や雨水が溜まってできた水域である．

３．幼虫の棲息水域

　

第３表は， 後志地方における蚊類幼虫の分布を地域ごとに示したものである． このうちトワダオ

オカ， トウゴウヤブカ， キタヤブカ， アカンヤブカ， キンパラナガハシカの５種類は局所的に棲息

するもので， 個体数もトウゴウヤブカを除いて比較的少ないものであった．

　

Ａ． 内陸部

全調査地ユ４か所のうち８か所が調査され， 第１表に示された１７種類の蚊のうち， トウゴウヤブ

（６）
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－

力を除く１６種類の蚊がすべて得られた．

　

倶知安は羊蹄山， ニセコ連峰， 積丹山魂などに囲まれた地域である． 尻別川流域には水田が広が

り， 羊蹄山やニセコ連峰の山麓では畑作や乳牛の放牧が行われている．

　

倶知安峠付近の融雪水グラウンド・プール（廃田） では， ５月にアカンヤブカとエゾヤブカの混

棲が見られ， 放牧地内のグラウンド・プールでは， ６月にキンイロヤブカが， また廃品置場のグラ

ウンド・プールでは，７月と８月にスジアシイエカやアカイエカの単一種棲息がそれぞれ見られた．

水田では， ６月にキンイロヤブカの単一種棲息が見られ， ７月と８月にシナハマダラカ， ハマダラ

イエカ， エゾウスカの３種類の間で混棲が見られた．倶知安町旭ヶ丘公園内にシラカンバ， ミズ

ナラ， エゾヤマザクラ， ハウチワカエデの樹洞水域が発見され（第２図）， ここには５月から８月ま

でに， トワダオオカ， ミスジシマカ， ヤマダシマカ， シロカタヤブカ， ブナノキヤブカ， キンパラ

ナガハシカの６種類が棲息していた． 石手洗いや古タイヤには， ５月から９月にかけてヤマトヤブ

カが濃密に発生していた（第３図），９月には，廃品置場に放置された古タイヤにヤマトヤ
ブカとア

カイエカの混棲も見られた，

　

京極と喜茂別は， 倶知安と同様に山岳に囲まれた地域で， 尻別川の流域では水田が耕作され，
・山

麓では畑作や乳牛の放牧が行われている． 京極では， 放牧地内のグラウンド・
プールから６月にキ

ンイロヤブカ，７月と８月にはスジアシイエカが得られた．また，有機物で汚染されたグラ
ウンド・

（７）
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プールには， アカイエカが濃密に棲息していた． 石手洗いや畑作地内の古タイヤには， ５月から９

月までヤマトヤブカが単独で棲息していた． 喜茂別では， ６月から８月まで， 石手洗いにヤマトヤ

ブカが発生していた．

　

ニセコの尻別川流域では稲作が行われ， 山地では畑作や乳牛の放牧が行われている． 国道沿いの

グラウン ド・プールには， ６月にキンイロヤブカ， ８月にハマダライエカが棲息していた． ニセコ

アンヌプリ山頂近くの「山の家」付近一帯（標高約７５０ｍ～１３００ｍ） では， 蚊類幼虫は全く発見さ

れなかった．

　

昆布もニセコ同様に， 平野部では水田が見られ， 山地では畑作や乳牛の放牧が行われている． ５

月の融雪水グラウン ド・プール，及び８月のグラウンド・プールからは共にエゾヤブカが得られた．

別荘地のエゾイタヤの樹洞には５月から８月までシロカタヤブカが棲息していた． 水田では， ７月

と８月にシナハマダラカとハマダライエカの混棲が見られた． 別荘地の古タイヤには， ５月から８

月までヤマトヤブカが発生していた．

　

熱郭でも水田や乳牛の放牧地が見られる． 放牧地の融雪水グラウンド・プールには４月から５月

にかけてエゾヤブカが棲息し， 融雪期以外のグラウンド・プールには６月にキンイロヤブカが棲息

していた． 水田には７月と８月にシナハマダラカとハマダライエカが混棲し， 石手洗いには４月か

ら９月までヤマトヤブカが濃密に発生していた．

　

黒松内の朱大川流域も水田や放牧地帯である． 線路沿いの融雪水グラウンド・プールから， ４月

にキタヤブカが， ５月にはエゾヤブカがそれぞれ得られた． キタヤブカの棲息密度は低く， ２水域

から１５頭得られたに過ぎなかった．また道路沿いのグラウン ド・
プールでは， ６月にエゾヤブカと

キンイロヤブカの混棲が見られた． キタョシが茂ったグラウン ド・プールから， ７月にハマダライ

エカとスジアシイエカが得られた． 歌才のブナ林の樹洞から， ４月から９月までにトワダオオカ，
ミスジシマカ， シロカタヤブカ， ブナノキヤブカの４種類が得られた． 石手洗いには５月から９月

までヤマトヤブカが発生し， ９月にはヤマトヤブカとアカイエカが混棲していた．

　

Ｂ． 沿岸部

　

全調査地１４か所のうち６か所が調査された．
蚊が得られた．

ここでは第１表に示された１７種類のうち９種類の

（８）
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磯谷， 美谷， 歌棄は共に日本海に面する小漁村で， 山地が海岸近くまでせまり， 岩海岸が発達し

ている． 磯谷， 美谷では， 潮溜まりに５月から９月までトウゴウヤブカが濃密に発生し， 磯舟の底

にもトウゴウヤブカが進出していた． 歌棄の潮溜まりにも４月から９月にかけてトウゴウヤブカが

棲息しており， 特に９月には， わずかに１水域ではあるがトウゴウヤブカとアカイエカの混棲も見

られた（第４図）． また石手洗いには５月から８月までヤマトヤブカが棲息していた．

　

湯別は朱大川の下流の部落で， 流域には水田や放牧地が広がっている。 ５月から８月にかけて，
神社境内のコナラの樹洞からヤマダシマカ， シロカタヤブカ， ヤマトヤブカ， ブナノキヤブカ， キ

ンパラナガハシカの５種類が得られた（第５図）． コンクリート手洗いには， ５月から８月にかけて

ヤマトヤブカが棲息し， ８月にはヤマトヤブカとブナノキヤブカの混棲も見られた．

　

寿都は寿都湾に面する漁業中心の町であるが， 水田や放牧地もわずかに見られる． 道路沿いのグ

ラウン ド・プールから， ６月にはキンイロヤブカが， ７月にはスジアシイエカが得られた。 ５月に

は寿都神社境内の廃材の凹所にヤマダシマカ， シロカタヤブカ， ヤマトヤブカ， ブナノキヤブカの

４種類が発生していた，

　

島牧も日本海沿岸に点在する小漁村で， 山が海岸近くまでせまっているために耕地は少ない。 ４

月に浄水場のコンクリート製沈澱槽にヤマトヤブカが発生していた。 また道路沿いのグラウンド・

プールに， ６月にはキンイロヤブカが， ７月にはスジアシイエカがそれぞれ棲息していた．

４， 百分率法による群集構造の解析

　

Ａ

　

‐． 水域の部類分け

　

第６図は， 一定の水域の総発見頻度数と各種の発見頻度数との割合を百分率の信頼限界で算出し

（百分率法，Ｋａｔ６ｅｔａｌ．，１９５２）， 各水域ごとに図示したものである．１７種類の蚊類幼虫が， ある水

域に均等に発見されるものと仮定すれば，各種類の平均発見率は，５．９％である。信頼限界の上限乃

至は下限が５．９％の線から外れている種類があれば， その種類はその水域では均等分布していない

ことになる， なお「コンクリート手洗い」，「コンクリート水槽」，「鑓」，「舟底」 等は，発見水域数が

少ないので統計処理上省いた．

　

第６図を通覧すると，「グラウウンド・プール（融雪水）」 はキンイロヤブカ， エゾヤブカの２種

（９）
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類が棲息することにより，「グラウンド・プール」 は， シナハマダラカ， ハマダライエカ， スジアシ

イエカ， キンイロヤブカ， エゾヤブカの５種類が棲息することにより特徴づけられる水域である．

このように見てゆくと，「水田」 はシナハマ ダラカ， ハマダライエカ， エ
ゾウスカ， キンイロヤブカ

の４種類により， 「樹洞」 はシロカタヤ
ブカ， ヤマトヤブカ， ブナノキヤブカの３種類により， 「潮

溜まり」はトウゴウヤブカにより，「石手洗い」と「古タイヤ」は共にヤマトヤ
ブカにより， それぞ

れ特徴づけられている水域である．

　

これら７種類の水域のうち，「石手洗い」と「古タイヤ」は共にヤマトヤ
ブカにより特徴づけられ，

また信頼限界がすべて重なるので， 同一の水域とみなすことができる． 従って７種類の
水域を６種

類の水域群に部類分けすることができる．

Ｂ． 棲息水域の比較密度

各種の蚊がどのような水域に多く棲息しているかを知るために， 各種の蚊の幼虫の総発見頻度数

と， その水域における幼虫の発見頻度数の割合を百分率の信頼
限界で算出し， 蚊の種類ごとに図示

した（第７図）．尚キタヤブカとアカンヤ
ブカの２種類は， 発見水域数が少ないので除外された．ま

た「石手洗い」と「古タイヤ」は， 同一水域と見なされるので一つの水域として扱い，
「コンクリ－

ト手洗い」，「コンクリート水槽」，「躍」，「舟底」は，発見水域数が少ないため，
統計処理上除外され

た．

　

これを通覧すると， シナハマダラカはグラウン ド・プールと水田に多く棲息している，

　

トワ ダオオカ， ミスジシマカ， ヤマダシマカ， シロカタヤブカ， ブナノキヤブカ， キンパラナガ

ハシカの６種類は樹洞にのみ棲息している．

（１０）
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ハマダライエカはグラウンド・プールに最も多く， 次いで水田に多く棲息している． スジアシイ

エカとアカイエカはグラウン ド・プールに多く棲息している， アカイエカの見られたグラウンド・

プールは有機物による汚染が進んでおり， 人工水域化したグラウンド・プールであった．

　

トウゴウヤブカは， 海岸の潮溜まりに独占的に棲息している， ヤマトヤブカは石手洗いと古タイ

ヤに多く棲息し， 次いで樹洞にも進出している．

　

キンイロヤブカはグラウン ド・プールに最も多く棲息し， 次いで融雪水グラウン ド・プールと水

田に多く棲息している． エゾヤブカは融雪水グラウンド・プールに最も多く， 次いでグラウンド・

プールに多く棲息している．

　

Ｃ． 幼虫出現の季節的消長

　

記録された１７種類の蚊類幼虫が，どのような季節的消長をもって出現するかを知るために，４月

から９月までの各自別に， その時出現しているそれぞれの蚊の発見頻度数と， その月における総発

見頻度数の割合を， 百分率の信頼限界で算出し， 図示した（第８図）．

　

４月と５月はヤマトヤブカ， エゾヤブカの２種類により特徴づけられている．

　

６月はヤマトヤブカが残り， それに新しくキンイロヤブカが加わった２種類によって特徴づけら

れている．

　

７月は Ｃ“を尤属の蚊の発生時期であり，ＡｅαＢＳ属のヤマトヤブカとシロカタヤブカに，Ｃ粥釧属の

スジアシイエカが加わった， 合計３種類の蚊により特徴づけられている．

　

８月は Ｃ”を尤属のハマダライエカとスジアシイエカの全盛期であり， それにシナハマダラカとヤ

マトヤブカが加わった， 合計４種類の蚊によって特徴づけられている．

　

９月には， ８月に見られたシナハマダラカ， ハマダライエカ， ヤマトヤブカが残り， これに新し

くアカイエカとトウゴウヤブカが加わり， 合計５種類の蚊によって特徴づけられている， 但し棲息

水域数及び幼虫の種類数が， 共に顕著に減少している．

（１１）
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総じて４月・５月・６月には Ａｅｄｅｓ属の蚊が優占し， ７月には
Ａｄｇｓ属の蚊に Ｃ“を尤属の蚊カ功＝

わり，８月と９月には Ｃ“
彰尤属の蚊を中心とし，Ａ％ｏｐ庇をｓ属と

Ａｅｄｅｓ属の一部の蚊が優占種となっ

ている． つまり４月・５月・６月と， ８月・９月とはそれぞれ
相似た群集構造を示し， ７月は， そ

の移行型を示していると言える，

　

Ｃ“Ｚｅ％属の発生時期は， 旭川地方（佐藤・岩瀬１９６０）， 知床半島（佐藤ら１９７２）， 道北
地方（佐藤

ら１９７５）， 十勝地方（佐藤ら１９７６） などと同様に， 後志地方でも概ね７
月から始まっている． また

群集を構成する幼虫の種類数は， 旭川や銭函と同様に， 後志地方でも９月に激減している，

５． 単一種と混棲集団

　

蚊類幼虫の単一種集団及び混棲集団の季節的移行を知るために第９図を作製した． 対角線上には

各種類が単独で棲息していた回数を示し， それ以外の数字は， それぞれの組み合せの現われた回数

を示している．

　

４月はエゾヤブカとヤマトヤブカの単一種集団が多く， わずかにブナノキヤブカとシロカタヤブ

カの混棲が見られるだけである．

　

５月は，４月と同様にエゾヤブカとヤマトヤブカの単一種集団が最も多いが，４月に比べて ＡｅαＢＳ

属の蚊の組み合せが複雑になり， Ａ勧め庇Ｚｅｓ属の蚊の混棲もわずかながら見え始めている，

　

６月は， ４月と５月のエゾヤブカに変わって， キンイロヤブカの単一種集団が最も多く， 次いで

ヤマトヤブカの単一種集団が多い． また樹洞性の蚊の組み合せが複雑になってきている．

　

７月はスジアシイエカとヤマトヤブカの単一種集団が最も多く， ６月に多かったキンイロヤブカ

が全く見られず， それに代わってＣ“を尤属の蚊が多く現われている． 樹洞性の蚊の混棲は， ６月と

（１２）
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ｂｅｔｗｅｅｎｔｗｏｓｐｅｃｉｅｓ

同様に複雑である． また僅かではあるが， Ａ”ｏｐ庇Ｚｅｓ属と Ｃ“彰 属の蚊の混棲も見られる．

　

８月は，７月に見られたＡれゆね〆鐙属とＣ”彰尤属の混棲が多くなるが，α‘Ｚｅ％属の単一種集団も多

い． 樹洞性の蚊の混棲は減少している．

　

９月は， 棲息水域数が減少すると共に混棲も激減し，Ａ”ｏｐ彰をｓ属，Ｃ”彰尤属，Ａｄｅｓ属の３種の

蚊は， それぞれ単一集団の傾向を示す． ヤマトヤブカとアカイエカの混棲が初めて見られている．

　

総じて，４・５・６月は Ａｇｄｅｓ属の蚊の単一種及び混棲集団を中心とし，Ａ勧めね認ＢＳ属の蚊がこれ

に加わり，７

　

０

　

８・９月は Ｃ”‘〃尤属と ＡｅαＢＳ属の蚊の単一種及び混棲集団を中心とし，Ａ‐“ｏｐ毎Ｚｅｓ属

の蚊がこれに加わり， 全体を通じてＡｅ叱ｓ属からＣ“を尤属への移行が明瞭に認められる．
佐藤・岩瀬（１９６０）は， 旭川地方では季節に関係なく， 常に単一種集団を形成する傾向が強いと

述べ，北方的性格の大きな特徴の一つとして取り上げている．後志地方では，積丹半島（佐藤ら１９７６）

と同様に， 非樹洞性の蚊には単一種集団の傾向が強く， 上記の北方的性格が認められるが， 樹洞性

の蚊には混棲の傾向が強く， 本州的性格を示しているように思われる

般

　

考

　

察

　

１． ０物を〆砺の”ｓ亜属の蚊

　

当地方から発見された ０物を“おれは亜属の蚊は，キタヤブカとアカンヤブカの２種類だけである．
キタヤブカは銭函（鈴木１９５９， 佐藤ら１９７４）， 積丹半島（佐藤ら１９７５）， 蘭留（佐藤ら１９７５）， 日高

地方（佐藤ら１９７８）などから， アカンヤブカは旭川

　

Ｇ妻沼ら１９５２， 佐藤・、岩瀬１９５９，１９６０）， 銭函

（鈴木１９５９， 佐藤ら１９７３）， 阿寒一帯（佐藤・富田１９６２）， 知床半島（佐藤ら１９７２）， 道北地方（佐

藤ら１９７３），十勝地方（佐藤ら１９７６），根釧地方（佐藤ら１９７７）などから，それぞれ記録されており，

（１３）
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共に比較的低地性の蚊である．

　

一方， 佐藤ら（１９７８）によれば，
ｏｃ賜鍔ひ如粥ｓ亜属の蚊のうちトカチヤブカとチシマヤブカは， 共

に本来高地性乃至は極地性の蚊であり，旭川地方ではもはや平地には見られず，大雪山系の標高１，００ｏ

ｍ前後のグラウンド・プール（融雪水）にのみ， その棲息が可能となっている． 両種は大雪山（佐

藤１９５９）のほかに， 阿寒一帯（佐藤・富田１９６２）や知床半島（佐藤ら１９７２）などにも多産するが，

道北（佐藤ら１９７３）， 十勝（佐藤ら１９７６）， 日高（佐藤ら１９７８）， 胆振（佐藤ら未発表）の各地では，

極めて局地的に， しかも少数棲息しているにすぎない．

　

後志地方では， トカチヤブカとチシマヤブカが全く発見されず， また低地性のキタヤ
ブカとアカ

ンヤブカにしても， 極めて稀にしか発見されていないということは， この地方の北方的性格がかな

り稀薄になっていることを示唆しているように思われ， 興味深い．

　

２． 害虫化

　

今回の調査で， 延べ１４水域の水田からシナハマダラカ， ハマ
ダライエカ， エゾウスカ， キンイロ

ヤブカの４種類の幼虫が発見された．これらの種類の多くは， 本州（加藤・鳥海１９５０） では水田が

その顕著な発生源となっているのに対し， 旭川地方（佐藤・岩瀬１９６０）では蚊類幼虫が水田から発

見されることは全くなく， グラウンド・プールに散見されるに過ぎない． 米作の北限地帯または限

界を超える道北（佐藤ら１９７５）， 道東（佐藤ら１９７２，１９７７）， 十勝（佐藤ら１９７６）の各地方でも， 旭

川地方と概ねその軌を同じくする． 日高地方（佐藤ら１９７８） では水田にも進出しているが，
その程

度は極めて低いものである．

　

後志地方では，蚊類幼虫が棲息する水田そのものは比較的頻繁に発見されるが，
蚊の棲息密度は，

本州の水田に比べて著しく低いものである． つまり自然水域のグラウンド・
プールから半人工水域

の水田に進出するきざしは明らかに認められるが，未だ
い害虫化″（加藤１９５５）の段階に達していな

いと考えられる．

　

既に述べたように， 当地方では戸外に放置された古タイヤ， 神社の石手洗いのような人
工水域に

ヤマトヤブカが濃密に棲息している． ヤマトヤブカは， 本州では墓地の石花立や
ぃあかうけ″

　

など

の水域に殆ど独占的に棲息しているが（加藤・鳥海１９５０），旭川地方では神居古漂河岸の岩の凹所の

ような自然水域のみに棲息し， 石手洗いのような人工水域には全く進出していない（佐藤・岩瀬

１９６０）． 従って後志地方のヤマトヤブカは
い害虫化″

　

の段階に近づいていると考えられる．

　

３． 樹洞性の蚊

　

トワダオオカは， 本州各地の樹洞から記録されているが， 北海道では札幌付近（高
橋１９４６）で成

虫が，積丹半島茂岩の樹洞（佐藤ら１９７４）及び黒松内町
ブナ林の樹洞（佐藤ら１９７７）から幼虫がそ

れぞれ記録されているに過ぎない． 今回の調査で茂岩と黒松内の中間に位置する倶
知安で発見され

たことから， 本種は積丹半島を含む後志地方全域に分布するものと考えられる．

　

佐藤ら（１９７７）は， 積丹半島茂岩の樹洞ではシロカタヤブカの優占度が
ブナノキヤブカのそれよ

りも高いのに対し， 黒松内の樹洞では両種の優占度は同程度になっていることを見出し， 樹洞
水域

における蚊類群集構造の立場から， 黒松内は茂岩よりむしろ十和田・八甲田（佐藤ら１９５４）に近い

と述べている． 後志地方の樹洞では， 両種の優占度は同程度であることか
ら， 積丹半島よりもむし

ろ黒松内， 更には十和田・八甲田に似ているように思われる．

　

ヤマトヤブカは， 前述のように古タイヤや石手洗いを特徴づける種類であると共に， 樹洞
水域を

も特徴づけている．本種は，本州の樹洞では京都市付近（中田・小野１９５８），伊勢神宮
（榊原１９５９），
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静岡（榊原１９６２）などで記録されているが，北海道の樹洞水域からは未だ記録されていない。また，
筆者らの一人である佐藤は，１９５４年八甲田のブナ林で， 本種の雌成虫が激しく来集したにもかかわ

らず， 幼虫は樹洞水域には全く見られず， 付近の城ヶ倉渓流の岩の凹所に極めて濃密に棲息してい

るのを見ている． 以上のことから， 本種幼虫が樹洞水域に棲息することは， 北奥羽及び北海道では

極めて稀であり， 従って今回後志地方の樹洞で本種が記録されたことは注目に値する．

　

シラカンバは北海道では極めて普通に見られる樹種であるが， その樹洞から蚊類幼虫が発見され

た報告は未だ知られていない． 従って今回倶知安町旭ヶ丘公園のシラカンバ林で， 蚊類幼虫の棲息

する樹洞が， ５月から８月まで延べ６水域発見されたことは興味深い． なお， シラカンバの樹洞に

はトワダオオカ， ミスジシマカ， ヤマダシマカ， シロカタヤブカ， ヤマトヤブカの５種類が棲息し

ていたが， 他の樹種では優占度の高かったプナノキヤブカは， シラカンバの樹洞からは発見されな

かった．

　

４． 後志地方の特徴

佐藤・岩瀬（１９６０）は旭川地方の蚊類幼虫の棲息状態を調査し， 北方的性格として①北方系の蚊

が棲息していること， ②比較的少ない種類の蚊が， ③比較的少ない種類の水域に， ④単一種による

大群集をつくり， ⑤短期間でその発生を終えることなどを挙げている．
後志地方でも北方系の蚊が僅少ながら棲息し， 樹洞以外の蚊には単一種集団をつくる傾向がみら

れることなど， 北方的性格は部分的に認められるが， ①高地性乃至は極地性の蚊とみなされるトカ

チヤブカ， チシマヤブカの両種が全く発見されないこと， ②シナハマダラカ， キンイロヤブカなど

が半人工水域の水田に頻繁に進出していること， ③ヤマトヤブカが人工水域の石手洗いや古タイヤ

に頻繁且つ濃密に進出していること， ④樹洞水域における蚊類幼虫の群集構造が十和田・八甲田的

であることなど， 非北方的な特徴も多くみられる．
以上のことから， 後志地方における蚊類幼虫の棲息状態は， 北方型から本州型へ大きく移行して

いるように思われる．

要

　　

約

　

１９７８年の４月から９月にわたり， 後志地方に棲息する蚊類幼虫の種類及びその発生水域を調査

し， 考察を行った．

　

１．記録された蚊は第１表に示す１７種類である．このうちキタヤ
ブカ，アカンヤブカの２種類は，

北海道特有の蚊である．

　

２，調査した水域は第２表に示した１１種類で，このうち石手洗いと古タイヤは，統計的に群集構

造の相似た水域とみなすことができる．

　

３． シナハマダラカやキンイロヤブカが水田に進出しているが， 棲息密度は高いものではない。

　

４． ヤマトヤブカは石手洗いや古タイヤに濃密に棲息すると共に， 樹洞水域にも進出している．

　

５． 樹洞水域を特徴づけるシロカタヤブカとブナノキヤブカの優占度はほぼ同程度である．

　

６． シラカンバの樹洞に蚊類幼虫が発見されたのは初めてである．

　

７． 非樹洞性の蚊に単一種棲息の傾向が見られる．

　

８。 後志地方における蚊類幼虫の棲息状態は， 北方型から本州型へ大きく移行しているように思

われる．
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